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問い合わせ先 県庁危機管理課　  027-226-2245、県庁河川課　  027-226-3619、県庁砂防課　  027-226-3633☎ ☎ ☎

自然災害に備える!!自然災害に備える!!

※災害レジリエンス…想定外の大規模な災害時においても致命傷
を回避しつつ被害を最小化する「防災力」と、私たちの暮らしや
経済活動を速やかに立ち直らせる「回復力」のこと

令和元年６月のゲリラ豪雨による被害の様子（前橋市）

日常から意識したい防災の視点
　「自助」という観点では、ハザードマップで
今いる場所の安全性を確認しておくことが大
切です。安全な場所であれば、本来避難する必
要はありません。また家族のいる学校や勤務
先、入所施設などのリスクも把握し、いざとい
うときの行動を確認し、共有しておくとよいと
思います。
　しばしば「平時にできないことは、災害時に
もできない」と言いますが、とりわけ地震に関
しては、本当にいつ、どこで起こるか分かりま
せん。自宅のガラスに飛散防止フィルムを貼る、
家具の転倒防止対策をするなど、家の中の危
険な場所を減らしておきましょう。非常用持ち
出しセットの整理や定期的な点検など、日頃か
らの備えも大切です。
　また「フェーズフリー」という日常生活に取り
入れられる防災の視点があります。これは日常
（いつも）と災害時（もしも）を隔てる壁を越え、

日常的に使っているものを災害時に役立てる
ようにするという考え方です。例えば社会科の
授業で災害時に危険な場所を確認しておくこ
と、飲料水や食物アレルギー対応食品などを多
めに買い置きしておくことなど、日頃から防災
への意識を育むことにつなげてみてください。
普段から困ったときに助け合える関係を
　「共助」という観点では、地域や行政、企業な
どさまざまな分野の人が日頃から協力体制を
作っておくことが大切だと思います。そしてつ
ながりを維持し発展させていくことが、結果と
して地域の防災力を向上させることになると思
います。
　災害への備えは、何より皆さんの日常を守る
ことにつながります。自身や大切な家族を守る
ために、避難行動計画「マイ・タイムライン」の
作成など、今できることをしてみてはいかがで
しょうか。

自分の身を
自分で守る

自助

公的機関に
よる行動

公助
地域や近隣で
協力する

共助

重点水害アクション
　社会経済の壊滅的な被害を回避するた
め、河川整備を加速化するとともに、頻発
化する豪雨に対応できるよう河川やダムの
機能の維持・回復に取り組んでいます。 ▲利根川工区

防災士を目指してみませんか？
　県では、防災士の資格取得を目指す防災士養成講座を開催します。

知っていますか？防災士の役割と活動
　防災士は認定NPO法人日本防災士機構が認証する民間資格で、全国では
約28万人、本県でも今年３月末現在で2806人が登録され、活躍しています。
　防災啓発や訓練など、社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期待
されます。また災害時には自発的な避難所の支援や、ボランティア活動など
を行います。

第１回：８月31日（土）、９月１日（日）（　６月14日（金）まで）
第２回：11月30日（土）、12月１日（日）（　８月13日（火）～９月13日（金））
１万２千円（教本代・受験料など）　　県庁危機管理課（　 027-226-2245）

▲能登町での様子
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自宅の市町村・地区を入力
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　ハザードマップには大雨や地震、噴火などの
自然災害が発生した場合の被害想定、避難場所
やさまざまな防災情報が掲載されています。お住まい
の市町村のハザードマップを確認しましょう。
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※必要な物は人それぞれ違います。自分や家族に
必要な物は日頃から準備しておきましょう
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　できあがったマイ・タイムラインをパソコンやスマホに
保存したり、印刷して冷蔵庫など目立つところに貼ったり
して、いざというときに活用できるようにしましょう。

　「防災」のメニューから、ハザー
ドマップや近くの避難所、防災情
報などをまとめて閲覧することが
できます。まだの人は友だち登録
をしておきましょう。

　いつでもどこでもスマホでできる約５分の避難訓練です。
土砂災害や水害からあなたやあなたの大切な人の命を守るた
めに訓練に参加しましょう。
　訓練の最後に実施する防災クイズで満点の人を対象に、抽
選で宿泊券などをプレゼント！たくさんのご参加をお待ちし
ています。
６月30日（日）まで

ＬＩＮＥ公式アカウント
「群馬県デジタル窓口」

ラ イ ン

ぐんま大雨時デジタル避難訓練
詳しくは
こちらから

80万人を
突破！登録者数

が
友だち登録は
右上の二次元コードから !

命を守る防災教育 県では災害への対応力を養う防災教育に力を入れています。昨年度、千代田町立西小学校で
行った河川災害に関する授業の様子を紹介します

降雨体験（1・2年生）
降雨体験車両で土砂降りの
雨を体験

マイ・タイムライン作成（3・4年生）
ハザードマップを見ながらマイ・タイ
ムラインを作成

避難所体験（5・6年生）
体育館で段ボールベッドや簡易
トイレ、間仕切りを組み立てて
避難所設営作業を体験

周りの人と助け
合って乗り越える
ことの大切さ
が分かった

　各自が気付き、自分の頭で考え、行
動する力をつけることができたと思い
ます。マイ・タイムラインの作成など、
一人一人の自助・共助の意識の向上に
つながりました。

　「マイ・タイムラインWEB版」では、現在
位置のリスクや近くの避難所、水位計など
を簡単に確認できます。自宅周辺のリスク
を確認したことがない人、高齢者や乳児・
幼児など避難に時間を要する可能性があ
る人やその家族の皆さんは、これをきっか
けに防災について考えてみましょう！

・NHK、群馬テレ
ビ（対応市町村の
み）…リモコンの
「dボタン」を押す
と、雨や河川の情
報を確認できます
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情報

群馬県
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　近年、災害は頻発化・激甚化しており、過去に経験したことのないような
大型の台風や豪雨災害が毎年のように発生しています。
　いつ、どこで起こるか分からないからこそ怖い自然災害。いざというとき
に慌てないよう、自分自身ができることを考え、備え、命を守りましょう。

防災インフラの整備
　水害・土砂災害のリスクを軽減させる防
災インフラを整備するとともに、災害時に
も機能する強靱な道路ネットワークを構築
します。 ▲上信越自動車道

（吾妻西工区）

避難のサポート
　マイ・タイムラインや住民主体の防災
マップの作成支援など、水害や土砂災害か
らの「逃げ遅れゼロ」に向けた避難行動を
促進します。

　いざというときに備え、改めて情報の入手方法を確認しておき
ましょう。 水害や土砂災害の発生時は状況によって避難場所が
変わることがあるため、常に最新の情報に注意してください。
　また災害時は誤った情報が流れることがあります。SNSやイン
ターネット上で目にした情報は安易に拡散せず、信ぴょう性を確
認してください。

令和６年能登半島地震でも
現地で活動。被災地で聞い
た「揺れるのが怖い」とい
う言葉が忘れられないと語
る鈴木さん。被災者の心の
ケアのためにどう寄り添う
かを常に考えて、支援を続
けています

県の取り組み
県では「災害レジリエンスNo.1」の実現に向けて、ハード・ソフトが一体となった
防災・減災対策の取り組みを進めています。
県では「災害レジリエンスNo.1」の実現に向けて、ハード・ソフトが一体となった
防災・減災対策の取り組みを進めています。

※ 最新で正しい情報を

避難先への持ち物を追加しましょう

家の近くでも川が氾
らんして、水害が起
こる可能性があると
分かった
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　「マイ・タイムラインWEB版」では、現在
位置のリスクや近くの避難所、水位計など
を簡単に確認できます。自宅周辺のリスク
を確認したことがない人、高齢者や乳児・
幼児など避難に時間を要する可能性があ
る人やその家族の皆さんは、これをきっか
けに防災について考えてみましょう！

　皆さんはいざというときに、どこに避難しますか？何を持っていきます
か？実際の避難行動を具体的に想像したことはありますか？
　住まいや家族構成に合わせ、いつ、何をするのかをあらかじめ時系列で
整理した一人一人の避難行動計画を、ウェブ上で作れるようになりました。
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整理した一人一人の避難行動計画を、ウェブ上で作れるようになりました。
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慌てないために！
作ろう「マイ・タイムライン」WEB版

ウェブ

TOPIC

自助・共助の力で日常を守る
　災害時には、自治体など地域社会による「公助」と合わせて、私たち一人一人が主体となる「自助」
「共助」がしっかりと機能することが重要です。
　「自助」「共助」の観点で、私たちは日頃からどのように備えたらよいのか。主に福祉の立場から県内外で
多くの災害支援を行ってきた、県社会福祉協議会災害福祉支援センターの鈴木さんにお話を聞きました。

■日

■￥ ■問 □☎
■受
■受 ■受

   石川県能登町にトイレトレーラーを派遣
　今年１月に被災地へ災害派遣用トイレトレーラーを派
遣しました。このトイレは県が４年度に「ふるさと納税
型クラウドファンディング」によって導入したものです。
　広くて安全、清潔なトイレを、被災地の皆さんに喜
んでいただきました。

☑洪水・土砂災害リスクの確認
　ハザードマップで洪水浸水想定
区域や土砂災害警戒区域、近くの
避難所などを確認できます。

☑避難行動の確認
　避難行動と持ち物などを
確認して入力しましょう。

〈例〉
☑食料品
☑生活用品
☑救急用品
☑非常用持ち出し品

☑家庭状況の確認
　避難に支援が必要な人や避難先、避難のタイミング
を確認できます。

☑入力内容の確認

きょう じん

　警戒レベルは災害発生の危険度と、避難行動を５段階で示す情報
です。警戒レベル４までに必ず避難しましょう！

グ     ン     マ

県庁河川課

山
やまざき

崎 祐
ゆうすけ

輔さん

避難情報と警戒レベルの関係
警戒
レベル 状況 住民がとるべき

行動 行動を促す情報

5 災害発生又は切迫 命の危険
直ちに安全確保 ! 緊急安全確保

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉 

4 災害のおそれ高い 危険な場所から
全員避難 避難指示

3 災害のおそれあり 危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難

2 気象状況悪化 自らの避難行動を
確認

大雨・洪水・高潮
注意報（気象庁）

1 今後気象状況悪化
のおそれ

災害への心構えを
高める

早期注意情報
（気象庁）

持病の薬

スマートフォン・携帯電話

充電器
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マスク
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